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プレスリリース 
 

令和８年１月２９日 

内    閣    府 

原 子 力 政 策 担 当 室 

 

アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ） 

2026 スタディ・パネル及び第 26 回コーディネーター会合の 

開催について[冒頭取材可] 
 

令和 8年 2月 5日（木）、6日（金）の両日、アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ
※1）2026 スタディ・パネル及び第 26回コーディネーター会合をハイブリット形式にて開

催します。スタディ・パネルでは、加盟国からの要望により、「ステークホルダー参画

を含む広報活動／公共コミュニケーション」をテーマとし発表と議論を行います。コー

ディネーター会合では、第 26 回大臣級会合（令和 7年 11 月 27 日開催）において採択

された共同コミュニケを踏まえ、プロジェクトの活動報告とその評価、及び今後の計画

について討議する予定です。 

 

※1 我が国が主導するアジア地域の原子力技術の平和的で安全な利用を進めるための協力フォ

ーラムであり、大臣級会合はアジアの参加国の原子力担当大臣級の出席者間で、原子力技

術の平和利用に関する地域協力のため、年１回政策対話を行うものです。 

（ウェブサイト：http://www.fnca.mext.go.jp/） 

 

１．主催 内閣府原子力委員会 

  共催   文部科学省（コーディネーター会合のみ） 

 

２．開催日時 令和 8年 2月 5日(木)11:00～、6日（金）10:00～ 

 

３．開催場所 三田共用会議所（東京都港区三田２丁目１−８） 

 

４. 言語：英語（日本語通訳あり） 

 

５．参加国、団体(予定) 

   オーストラリア、バングラデシュ、インドネシア、日本※2、カザフスタン、韓国、

マレーシア、モンゴル、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム 
 

※2 日本の主な参加者（予定）は、上坂原子力委員会委員長 

直井原子力委員会委員 

吉橋原子力委員会委員 

玉田ＦＮＣＡ日本コーディネーター 

和田ＦＮＣＡ日本アドバイザー 

森本ＦＮＣＡ日本アドバイザー 

永田クラブ、経済研究会、文部科学記者会、科学記者会、経済産業

記者会、経済産業ペンクラブ に貼り出し 
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５．報道関係者の傍聴 

報道関係者の傍聴及び撮影及びオンラインでの視聴は、 

2 月 5 日（木）のセッション 1 及び２（11：00～12：00 頃）のみ可能 

2 月 6 日（金）のセッション 1 及び２（10：00～10：40 頃）のみ可能です。 

 

上記を希望される場合は、2 月 3 日（火）15 時までに、氏名、所属、連絡先（電話、メール

ア ド レ ス ） 及 び 撮 影 機 材 持 込 み の 有 無 等 を 受 付 フ ォ ー ム

（https://form.cao.go.jp/aec-melmaga/opinion-0159.html）にて御連絡ください。オンライン

視聴ご希望の方には、原子力安全研究協会より、Webex のアドレス及びパスワードをお送

りいたします。 

 

なお、１社につき原則１名（撮影のために入場する報道関係者は除く。）とし、来場の際に

は、登録された本人であることが確認できるものを提示していただくとともに、社名入り腕章

を着用してください。 

 

 オンライン視聴の場合は、両日とも、セッション2が終了しましたら、御退出をお願いいたし

ます。（オンラインで、セッション２以降視聴されている場合は、事務局にて遮断させていた

だく予定です。） 

 

〔集合場所：三田共用会議所〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局原子力政策担当室 

太田桐・黒木 

電  話（直通）：03-6257-1315  
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アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ） 

2026 スタディ・パネル プログラム（案） 

 

テーマ「ステークホルダー参画を含む広報活動／公共コミュニケーション」 

 
令和 8年 2月 5日（木） 

 
 

11:00 - 11:20  セッション１：開会セッション 

開会宣言 ：直井原子力委員会委員 

歓迎挨拶 ：上坂原子力委員会委員長 

参加者の自己紹介 

アジェンダ採択 

 

11:20 - 12:40  セッション２：基調講演 

        「原子力施設立地地域におけるステークホルダー参画の課題と実践」 

山本 晃弘 氏 （福井県原子力安全対策参事） 

      

 

13:00 – 16:10  セッション３：ケーススタディ（発表・質疑応答・自由討議） 

        ・原子力発電所導入計画・建設・運転に係る課題と機会 

        ・日本における原子力発電に関するコミュニケーションの事例紹介 

        ・研究炉を含む原子力施設におけるステークホルダー参画： 

他産業の経験から得られた教訓 

 

16:20 – 17:00  セッション４：総括講演 

 

17:00 – 17:15  セッション５：閉会セッション 

 

プレスオープン部分（11：00－12：00 頃） 

別添 
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アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ） 

第 26 回コーディネーター会合 プログラム（案） 
 

 

令和 8年 2月 6日（金） 

 

 

10:00 – 10:30   セッション１：開会セッション 

        コーディネーターの交代 

開会宣言：玉田ＦＮＣＡ日本コーディネーター 

歓迎挨拶：上坂原子力委員会委員長 

自己紹介 

アジェンダの採択 

 

10:30 – 10:40   セッション２：第 26 回大臣級会合の結果報告 

                  

10:40 - 15:20   セッション 3～5：既存プロジェクト活動の成果報告と評価 

        ・放射線育種 

        ・放射線加工・高分子改質 

        ・食品産地偽装防止 

   ・気候変動（森林土壌炭素放出評価） 

        ・放射線治療 

        ・研究炉利用 

        ・放射線安全・放射性廃棄物管理 

        ・核セキュリティ・保障措置 

 

15:35 - 16:35   セッション 6：新規（継続）プロジェクトの採択 

 

16:35 – 16:45   IAEA/RCA の発表 

 

16:45 – 17:15   セッション 7：プロジェクト活動総括と今後の活動 

 

17:15 – 17:30   セッション 8: 閉会セッション 

 

 

プレスオープン部分（10：00－10：40 頃） 


